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生活経営教育における学問的ニーズ
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本研究は生活経営教育の学問的ニーズを把握するために、家政学会誌の分析と生活経営学部会の研究関心の

分析を行った。その結果、家政学会誌にみる近年の生活経営学の論文の中では 「生活福祉 ・協同組合 ・地域サー

ビス」「高齢者の生活問題」「職業と家庭」に関するテーマが多いことがわかった。また、生活経営学部会の名

称変更の理由や夏期セミナーのテーマの分析から、生活の個人化、生活の社会化、個人の権利と生活の保障の

実現などは、今日の生活経営学の研究の関心の持たれている内容でありこれからの研究の方向性を示している

ものであること、さらに夏季セミナーのテーマの中で近年特に関心の持たれているのが、生活を総合し個と共

同を統一するテーマと生活経営の担い手としての 「生活主体」に関するテーマの二つであることがわかった。

以上のように、生活経営教育に対する学問的ニーズを把握することができた。

1.緒

本報告は、生活経営教育 (Livclihood Managcment Education)に関する理論的 ・実証的研究の一端

として、生活経営教育の学問的ニーズを明らかにしようとするものである。

筆者はこれまで、生活経営教育の概念枠組、生活経営教育における教育的価値論、社会的ニーズを明

らかにしている。この中で、生活経営教育のニーズは 「教育的ニーズ」「社会的ニーズ」「学問的ニーズ」

の3つ の視点から 「教育的価値」に照らしてみることによつて明らかになると考え、その体系を示 して

いる。そして教育的価値と各ニーズは、相互作用及びアセスメントの関係にあるとした。また、ニーズ

の体系の中心に据えている生活経営教育の教育的価値として、プラグマティズムの実践的価値論と位階

的主体形成論を統合した体系を考える必要があることを指摘した。つ

「学問的ニーズ」は、生活経営に関する学問レヴェルの研究関心とその成果として把握できるが、こ

れは社会や生活の動向を理論的 ・科学的に分析し把握したもので、教育内容の確かな裏づけとなるもの

であると考える。本報告においては、「学問的ニーズ」を生活経営教育の基礎科学である生活経営学の

研究の推移を把握することによって明らかにする。

2.研 究の方法

生活経営学の研究の推移を把握するために、家政学会誌の分析と生活経営学部会の研究関心の分析の

2つ の方向から研究を進めた。
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